
授業形態 単位数

ディプロマポリシー（卒業認定・学位授与の方針） 重点項目

合計

0

0

100

0

金谷芳久：金谷酒造代表（予定）

小堀幸穂：小堀酒造代表（予定）

100

車多一成：車多酒造代表（予定）

吉田由香里：吉田酒造代表（予定）

担当教員の実務経験の内容（内容・経験年数を記載）

あり

ビジネスDP(4)

ビジネスDP(2)

ビジネスDP(3)
90 10

○

評価方法／ディプロマポリシー
定期試験

クイズ
小テスト

提出課題
(レポート含む)

その他

DP(1)

DP(2)

DP(3)

DP(4)

多様なビジネス社会に対応できるよう豊かな人間性を養い、人との関わりの中で自己の考
えを的確に表現するとともに、他者の意見を尊重し良好な信頼関係を築いていくことがで
きる。

学生一人ひとりが、ゼミナールを通して、ビジネス現場における様々な課題に取り組み解
決する学修経験を積み重ねることで、その場の状況に応じた活用力を身につけている。

医療事務や観光業を含むビジネスの専門知識や技能を身につけ、各種資格を取得し、ビジ
ネスワーカーとして他者と協調・協働することのできる実践力を身につけている。

建学の精神と設立の理念を基に、ビジネス社会で求められる基礎知識を修め、地域社会を
理解するとともに多様な文化に対応できる幅広い教養が身についている。

科目名称：
担当者名：

区分
専門教育科目

授業の達成目標・到達目標

講義 2

フードコーディネート特論Ⅱ（日本酒文化とコーディネート）
矢澤　建明、若月　博延

授業の目的・テーマ

ビジネス実務学科

ビジネスDP(1)

　白山市には５つの酒造メーカーがあり、全国的に見ても有名な日本酒を扱っています。本講義では、日本酒文化と白山
市・石川県の関係をテーマに、酒造メーカーの方々から講義をいただき、日本酒文化を理解してもらうことを目指していま
す。

実務経験のある教員の担当

①食の商品化と流通に関する基本的な用語と仕組みを理解すること、②新聞やテレビで話題になっている食に関するニュー
スの背景や内容が理解できるようになること、③フード業界の人々が話題とするようなフードビジネスのトピックスについ
て意見交換が出来るようになること。

柳 達司：菊姫合資会社代表（予定）



白山市の日本酒文化に対
して好奇心を持って理解
しようとする態度

日本酒文化は専門分野で
はないという態度

事前事後学修時間（分）

第１回 20分

第２回 30分

第３回 30分

第４回 30分

第５回 30分

第６回 30分

第７回 30分

第８回 30分

第９回 30分

第10回 30分

第11回 30分

第12回 30分

第13回 30分

第14回 30分

第15回 30分

実施しない。 その他の評価配分は、以下のとおりである。

授業内容・課題におい
て、ほとんど記載されて
いない。

授業の内容・計画

成績評価の方法・基準

課題に対してのフィードバック

菊姫合資会社訪問

まとめ（各グループでメーカー６社についてプレゼン
テーションを行う）

車多酒造（講演）
１回目の復習と車多酒造についてまとめ
ておく。

　事前事後学修時間については、受講するにあたっての最低限の目安を明記したが、単位取得のためには原則として授業時間
と事前事後学修を含め短期大学設置基準で規定された学修時間が必要である。
 また、事前事後学修としては、次回までの課題プリント(小レポート)をまとめることになる。

酒税について
酒税についての宿題をやってまとめてお
くこと。

事前事後学修の内容

教科書・参考書

車多酒造訪問
車多酒造訪問した際の質問事項をまとめ
ておく。

白山市の日本酒メーカーの調査（グループワーク） 本シラバスを精読する。

吉田酒造訪問
吉田酒造訪問した際の質問事項をまとめ
ておく。

吉田酒造（講演）
吉田酒造について復習し、まとめてお
く。

中村酒造（講演）
中村酒造について予習し、まとめてお
く。

小堀酒造訪問

小堀酒造について復習し、まとめてお
く。

小堀酒造訪問した際の質問事項をまとめ
ておく。

菊姫について復習し、まとめておく。

中村酒造訪問（日栄）
中村酒造訪問した際の質問事項をまとめ
ておく。

金谷酒造（講演）
金谷酒造について復習し、まとめてお
く。

金谷酒造訪問
金谷酒造訪問した際の質問事項をまとめ
ておく。

授業内容・課題が、わか
るように記載されてい
る。

授業内容・課題が、もれ
なく、記載されている
が、分量に欠ける。

授業内容・課題が、もれ
なく、適切な分量が記載
されている。

丁寧で、読みやすい文字
を書いている。

小堀酒造（講演）

　次回までの課題レポート30%。毎回の課題レポート30%。最終課題レポート30%。授業内での活動状況10%で評価する。

授業内容・課題で、記載
されていない部分があ
る。

菊姫訪問した際の質問事項をまとめてお
く。

これまでの復習をまとめておく。

日本酒文化に対して無関
心な態度

授業内容・課題につい
て、理解不能である。

　課題レポートはルーブリックで評価し、返却します。

　教科書は指定せず、毎回プリントを準備します。日本酒や酒文化についての書籍はすべて参考となります。

授業内容・課題につい
て、記載はあるものの、
わかりにくい。

内容

記述分量

授業内容・課題が、大変
にわかりやすく、記載さ
れている。

ほとんど判別不能な文字
を書いている。

　定期試験は、

丁寧さ

日本酒文化に対する態度

丁寧ではあるが、筆圧が
薄いなど読みづらい文字
を書いている。

読むことは可能である
が、丁寧さに欠ける文字
を書いている。

白山市の日本酒文化に対
して興味を持っている態
度

菊姫合資会社（講演）

良好 おおむね良好 努力を要する 難あり
課題・出席レポートの評価
ルーブリック


